
平
和
教
育
部
会
で
は
、
部
会
内
で
の
学
習
と

共
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
「
現
地
学
習
会
」

の
名
称
で
）
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

報
告
で
す
。

一
つ
目
は
、
防
衛
省

。
自
衛
隊
の
市
ヶ
谷
地

区
見
学

（市
ヶ
谷
台

ツ
ア
ー
）
で
す
。
こ
こ

は
、
午
前

。
午
後
各
２
時
間
余
の
見
学
コ
ー
ス

が
組
ま
れ
て
お
り
、
小
中
学
生
の

「総
合
」
や

修
学
旅
行
で
も
多
く
の
見
学
者
が
あ
る
そ
う

で
、
１０
月
に
私
た
ち
が
見
学
し
た
日
も
３０
名
余

の
参
加
者
で
、　
一
度
は
見
て
お
く
必
要
を
感
じ

ま
し
た
。

主
な
見
学
場
所
は
、
市
ヶ
谷
記
念
館

（左
下

写
真
）
で
、
東
京
裁
判
の
大
法
廷
と
な
っ
た
大

講
堂

な
ど
を

移

転

・
復

元

し
た
も

の
で

す
。

大
法

廷

を
想
像
す

る

と

″
歴
史

的

臨
場
感
″
も
味
わ
え
ま
す
が
、
展
示
の
大
半

は
、
旧
日
本
軍
の
も
の
で
、
批
判
的
に
見
学
す

る
力
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

も
う

一
つ
は
、
社
会
科
部
会
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク

「東
京
大
空
襲
」
に
合
流
し
た
見
学
会

で
す
。

衝
撃
的
だ

っ

た
の
は
、
上
の

写
真
で
す
。
こ

の
黒
い
線
は
、

空
襲
に
よ
る
高

温
で
化
学
変
化

し
た
跡
だ
と
の

こ
と
で
す
。
江
東
区
内
、
半
蔵
門
線

「清
澄
白

河
」
駅
付
近
の
寺
院
の
墓
所
に
あ
る
も
の
で
、

花
商
岩
の
墓
石
が
今
も
空
襲
の
激
し
さ
を
語

っ

て
い
ま
す
。
や
は
り
必
見
で
す
。

こ
う
し
た
空
襲
を
今
に
語
る
痕
跡
は
、
石
に

刻
ま
れ
た
も
の
で
は
、
言
間
橋
の
石
に
残
る
焼

け
焦
げ
た
跡
は
よ
く
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
墓

石
は
も

っ
と
衝
撃
的
で
し
た
。
都
内
に
あ
る

「空
襲
被
災
樹
木
」
リ
ス
ト
が
、
東
京
大
空
襲

・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
で
無
料
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
６６
か
所
も
あ
る
の
で
、
地
元
の
も
の
を

見
つ
け
て
、
学
習
教
材
化
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

三
つ
目
は
、
東
京
教
研
特
別
企
画

「東
京
大

空
襲
を
学
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー
」
で
す
。
原
宿
空
襲

や
慶
応
大
学
の
被
災
状
況
な
ど
今
ま
で
に
な
い

学
習
が
で
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
最
後
の
学
習
場
所
は
、
戦
災
資
料

セ
ン
タ
ー
で
す
。
左
の
写
真
は
、
そ
の
玄
関
に

台
座
す
る

「
世
界
の
子
ど
も
の
平
和
像
」
で

す
。
「
ひ
び
の
入

っ
た
卵
と
ひ
ま
わ
り
に
水
を

や
る
少
女
」
の
こ
の
像
に
は
、
壊
れ
そ
う
な
平

和
を
人
間
の
手
で
守
り
、
明
る
い
未
来
を
築
く

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
知
ら
れ

て
い
い
高
校
生
の
取
り
組
み
で
す
。

部
会
で
は
、
Ｈ
月
２
日
、
「大
久
保

。
戸
山

。
早
稲
田
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
Ｗ
Ａ
Ｍ

上
品
麗
博
物
館

・
戸
山
人
骨

発
見
現
場
を
ま
わ
る
見
学
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
を
―

（詳
し

く
は
、
都
教
組

新
聞
で
）

（練
馬
。
関
中
）

平
和
教
育
部
会

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
報
告

‖ 子ども4き る四喝Юtt L田


